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表発究研

バレーボールのジャンプにおける水分摂取の影響についての研究

由法 (筑波大学大学院)O佐藤

結果及び考察

①生理的変化

体重に有意差 (P<0.05) が認められた。 ドリンク摂取

時では体重の減少がなかった (65.8:t 3.3 kg• 65.8 :t 3.3 kg) 

が，非摂取時で 0.8kg の低下 (65.5 :t3.4 kg• 64.7 :t 3.3 kg) 

があった。 これは， ドリンク摂取による水分補給の調整が

適切だったと考えられる。 また，体温及ひ1、拍数に有意差

は認められなかったが体i品において大きなばらつきが見ら

れ，気温の影響が関係したのではないかと考えることがで

きる 。 体温においても 140 bpm 程度の他でどちらも安定

していた。

②ジャンプ持続カ

(松高値ー最低他) でドリンク摂取時 4.4 cm . 非摂取時

5.1 cm の低下が見られた 。 低下率は，それぞれ1.46 :t 

0.9 J %. 1.71:t 0.88% であった。両者uuに有志;傾向は見ら

れたものの，有意iEは i認められなかった。 従って，水分摂

取によってジャンプ持続カは維持できる傾向はあるが，絶

対的な影響はないことが分かった。 だが，測定後のアンケ

ートでドリンク摂取時の方が体への負担は少なく感じたと

いう意見から，他の心理 ・ 生理作用に影符を及ぼしている

可能性がある 。

ドリンク摂取が体温湖節や心拍数の安定に与える影響は

少なく，さらに ， ジャンプ持続力の低下を抑制する傾向は

比られるが，有意差としては認められなかった。 今後，サ

ンプル数や気温条1'1:をより整えて実験を行っていけば体温

や持続力に関して有意廷が認められる可能性がある。

論結

ジャンプ持続力

バレーボールのゲームでは，様々な局而でジャンプ運動

が行われる 。 それがゲームの勝敗に大きく関与しているこ

とは間違いないであろう 。 このことから，選手には最高到

達点のような 1 回のジャンプ力とともに，その高さを維持

するジャンプ持続力が必要とされる。 しかし，これらの能

力を向上 ・ 改普させるために必要な研究は多くない。 そこ

で，本研究では水分摂取がバレーポールにおけるジャンプ

持続力に及ぼす影響を明らかにしようと試みた。

競技歴 7-13年の大学男子バレーボール部日 11名を対象

とし，平成 16年 1 2月 10-26 日の間で実験を行った。 平均

気温8.5 :t 2 .3t. 平均湿度 69 :t 14% であ っ た。

スパイクジャンプを30秒のインターパルで 20x5 セット

行った。 インターパ Jレ中には 20cm の跨み台による昇降運

動を行い，これを I 人につきドリンク摂取時と非摂取持の

2 試行し，述いを検討した。 ドリンク摂取は 3 分間のセ ッ

ト 間休憩l時に行い，市販のスポーツドリンク 150ml x 4 = 

600ml を娯11}(した 。 淑IJ定項目は①生理的変化， ②ジャン

プ持続力である。①は測定前後に体重 (11 10kg mlJ 定 ) . 

体温 (lIlOt ißIJ定) .毎セ ット終了直後も加えての心拍数

ißlJ定 (POLAR 製ハー トレイトモニター ) . ②は 5 回ずつ

のジャンプ平均高で区切った最高官ι 最低他についてドリ

ンク摂取別に検討した。 分析は水分娯取のイI無による両者

1111の t 検定を行った。
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2. 大学生スポーツ選手の競技能力の改善に関する介入研究

キーワード:ライフスタイル，大学生スポーツ選手，

バレーボールジャンプ指数

目的

本研究は，大学生スポーツ選手のライフスタイル・食生

活の実態から問題を整理しライフスタイル・食生活の改善

を目的とした介入を行い，健康状態および競技能力の向上

をはかること，ライフスタイル・食生活の改善に関わって

いる要因を明らかにすること，ライフスタイル・食生活と

健康状態および競技能力との関連性を明らかにすることを

目的とする。

対象および方法

J 大学男子バレーポール部員 16名に対し，健康教育(介

入)前調査を 2005 年 4 月 5 日に，介入後調査を同年 9 月

2 日に，断面調査として実施した。調査内容は，ライフス

タイルとして生活時間と飲酒・喫煙，食生活として 3 食の

摂取状況と食品摂取状況，健康状態として体格・体組成と

パイタルサインと健康・疾病の状況，競技能力としてバレ

ーポールジャンプ指数と競技意識とした。介入前データか

らライフスタイルと食生活の問題点に対し，対象者を主体

に目標を設定し介入した。介入は週に 1 回程度，練習参加

時に実施し，ライフスタイル及ぴ食生活と健康状態の変化

を追跡調査した。ライフスタイル・食生活，健康状態，競

技能力について，研究枠組みに基づいて関連要因を分析

した。

ライフスタイノレ

①生活時間
②飲酒・喫煙

食生活

0田中 喜久美(女子栄養大学)

結果及び考察

ライフスタイルと食生活の改善状況の分析から， 16ケ

ースは 5 グループに大別できたo ①ライフスタイルと食生

活に「問題なし」のケース: 1 人 ②ライフスタイルまた

は食生活のいずれかが「改善J したケース: 3 人 ③ライ

フスタイルまたは食生活のいずれかが「やや改善J したケ

ース: 4 人 ④ライフスタイルまたは食生活が「改善せ

ずJ のケース: 5 人 ⑤ライフスタイルやまたは食生活が

「悪化J したケース: 3 人であった。

これら 5 グループのそれぞれの変化と健康状態や競技能

力の関連を分析した。ライフスタイルや食生活を改善した

要因は，①改善に寄与する健康上の「経験J ②食事や健

康に対する興味・関心の深まり ③競技意識のさらなる

向上であった。一方で，ライフスタイルや食生活が改善

しない要因は，①大学生活の自由さを謡歌できるという

意識や行動 ②若さゆえ不摂生をしても体調不良を感じ

ないこと ③健康意識が低くかったり誤っていたりする

こと ④他人より良いライフスタイルや食生活だという

満足感であった。

結語

健康教育によって，ライフスタイルや食生活を改善する

ことで，健康状態や競技能力が改善する傾向があった。ま

た，健康教育の実施にあたっては，ライフスタイルや食生

活の改善が困難である大学生のもつ特徴を，十分考慮する

必要があることと，ライフスタイル及ぴ食生活と健康状

態，競技能力は互いに影響しあう要因であることを考慮す

る必要があることがいえた。

競技能力

図 1 研究の枠組み
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3. バレーボールにおけるポジション変更に関する事例的研究

キーワード:バレーボール，ポジション，事倒的研究

研究目的

本研究は，チームづくりの過程でレギュラー選手のポジ

ションの変更をおこなった NJ 大学バレーボール部につい

て，ポジション変更の影響がどのように表れているのかに

ついて明らかにし，ポジション変更についての基礎資料と

しての一つの事例を提供することを目的とした。

研究方法

対象は NJ 大学バレーポール部の 2005 年度春季リーグ

戦10試合36セット，秋季リーグ戦10試合34セットである。

NJ 大学は 2005 年度春季リーグ戦から秋季リーグ戦にか

けて，レギュラー選手 3 名のポジション変更をおこなって

いる(表 1 )。その主な目的はレフトポジションの選手へ

偏りがちであったトス配球をセンターやライトポジション

の選手へ分散させることで，スパイク決定率をあげようと

意図したものであった。

そこで研究対象についてのサープレシープからの攻撃局

面におけるトス配球率，アタック決定率について分析し

春季リーグ戦と秋季リーグ戦との比較，そして勝セット群

と負セット群との比較をおこなうことでレギュラー選手の

ポジション変更の影響がどのように表れているのかについ

て明らかにした。

結果と考察

1) トス配球率について(表 2 ) 

ポジション変更した選手のうちレフトからライトへとポ

ジション変更した f4J のトス配球率は有意に減少し，ま

たセンターからレフトへと変更した f8J は有意に増加し

ていた。しかしこれはレフトへのトス配球を減らすという

チームの意図したトス配球にはなっておらず，ポジション

変更の影響がなかったことを明らかにしている。

2) アタック決定率について(表 3) 

チーム全体としてはポジション変更の影響は見られなか

ったが，セットの勝敗への影響は大きいことが明らかにな

った。またアタッカー別のアタック決定率では， í2J の

みで勝セット群と負セット群の問に有意な差が認められ

た。これは NJ 大バレー部の f2J への依存を示すととも

にチームの中心選手のアタック決定率がセットの勝敗に大

きな影響を及ぼすことが明らかになった。

0湯浮 芳貴，高橋 和之(lJ 本女子体育大学)

表 1 NJ 大学スターティングメンバー

ml J31Jエ
レフト 10 レフト

レフト 10 レフト 10 

10 レフト

10 センター 10 セン11- 10 

ライト 10 センター 10 

セ~.111- 10 ライト 10 

リベロ 10 ヤ~-

i!-".I1I-

リベロ 10 

表2 トス配球率の平均値の比較(%)

N'Jーグ 紙調白Jーグ 有窓釜

2 26.81 25.12 『国

4 26.68 12B1 ー-
6 12.91 14.65 r1$ 

s 10.92 18.39 事司陣

10 12.01 19.01 .. 
16 ー 19.鈎 . 

政忽不可 8.99 9.41 r1$ 

P<O.o1 

表3 アタック決定率の平均値の比較(%)

勝i!':Jト 負.i!-:Jト 有窓墾

2 55.78 35.55 .事

4 38.79 32.26 r1$ 

6 26綿 初却 r1$ 

8 41.20 31.67 『百

10 43.33 29.踊 V首

16 ー 組26 ー

制P<ODl

まとめ

本研究の対象の NJ 大学では 3 名のポジション変更をお

こなったが， トス配球率には大きな変化が見られなかっ

た。これはポジション変更の意図の徹底がチーム全体で不

十分であったということを明らかにしている。さらにセッ

トの取得を目指すためには， トス配球だけでなくアタック

決定率を高めることに主眼をおくことが必要であり，アタ

ック決定率を高めるトス配球の検討も今後の課題となるで

あろう。
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4. ムチ動作，スナップ効果の力学的再考

キーワード:スパイク動作，ムチ動作，スナップ効果，

モーションキャプチャ，角運動量

1. 序論

スパイク動作では「ムチ動作J を行うのが良いとされてい

る。ムチ動作の力学的説明として「動作の起点となる基幹

部を停止することで末端部の速度が増加するJ という「スナ

ップ効果lリが用いられることが多く，この説明では「ポー

ルをヒットする手(末端部)の速度が大きくなるので強いス

パイクを打つことが可能となる」ということになっている。

しかしながら，ポールの初速度に寄与するのは運動量や運

動エネルギであり，速度が大きいだけではポールに初速度

を与えることはできない。従って，これは十分な説明にな

っていないと著者は考えている。もし間違っていたとする

ならば，スナップを強制するような指導は怪我の原因にな
ってしまう可能性すらある。そこで本研究ではモーション

キャプチャで得られたスパイク動作を検証し，ムチ動作と

は明らかに異なる動作であることを明らかにした。さらに，

簡単なモデルを使ってスパイク動作を力学的に再考するこ
とで，力学的にもこの動作が優れていることも確認する。

2. モーションキャプチャによるスパイク動作の検証

本研究では図 1 に示す測定点を用いてスパイク動作のモ
ーションキャプチャを行い，番号を付けた点の速度を観察

する。ポールインパクトインパクト直前に到達するまでの
過程を考察するために，測定点 5 を原点とし(へその位置

は重心に最も近くにあると考えられる)，そこからの距離
を横軸(測定点の位置)とし，縦軸に速度をプロットした
ものを図 2 に示す。最も左に位置するのが測定点 5 (へそ)
であり，最も右に位置する点が測定点 1 (中指の先)とな

図 1 測定点

16~====:; 
1=2.983 一・一|

る。測定点 1 は t=3.033 で最高速度

に逮するが，この時点でも基幹部の

測定点2 は充分速度を有しているこ

とに着目したい。もし，これが「ム

チJ と同じ物理現象なのであれば，

基幹部の速度が測定点 5 に近い速度
まで減少しなければならないが，そ

うなっていないのは明かである。

~ 12 

E 1 
8 

。

。 0.4 0.8 1.2 

position of point [m] 

図 2 測定点の速度

0三村 泰成(鶴岡高専)

3. 力学モデルによる再考

ここでは簡単なモデルを考えることで，スパイク動作の

ポールインパクト直前までの力学的な意味を検討する。ま

ず，ポールの初速度を与えるのに最も影響するのがインパ

クト直前の角運動量と運動エネルギであることを確認する。

図 3 のように回転している物体を停止している質点 m に

ぶつけることで初速度を与える場合を考える。 (a) におけ

る速度は v=(2Mrω)/(m+M) となり， (b) における速度は，

v...(2Ir，ω)/(m〆'+l)となる。 (a) ， (b) における衝突直前の角運

動量はそれぞれ Mr2ω， 11ωであり，角運動量を大きくする
ことができれば，大きな初速度を与えることができる。ス
パイク動作におけるポールインパクト直前の角運動量を検

証するために図 4 (a) に示すような簡単な 2 次元 3 関節モ
デルを考える。図 4 (b) には，各 joint とそれぞれの link
の重心との距離を示した。このリンク構造が図 4 (c) のよう
な運動をすると考える。また，各 link の質量を M1• M-z. M3 
とし，慣性モーメントを ιι.ι とする。この運動ではイ
ンパクト直前に各 link が全て角速度を有することとなる。
これは前章のスパイク動作の検証で「基幹部を動かしなが
ら末端部を動かすJ という動作と類似した運動と言える。
ここで各 link の運動状態を個別に着目したものを図 5 に
示す。 link3 の角運動量は 13ω3+M3(L23)2ω2+M3(L13)2ω1 とな
り， link 3 は基幹部を停止せずに運動させることで大きな
角運動量を得ることができる。このことからムチ動作のよ
うに基幹部を止めてしまったのでは効果的にボールに初速
度を与えることができないと著者は考えている。

4. 結論

本研究では，スパイク動作のモーションキヤプチヤデー
タを検証することで， rムチ動作J と呼ばれているものは，
実際のムチの運動とは全く異なることを明らかとした。ま
た，簡単なリンク構造モデルを用いて「ムチ動作J を力学
的に再検討し，大きな角運動量を得るために効率的な運動
をしていることも明かとしたo

(c, 

参考文献

1)深代千之.柴山明，スポーツ基礎数理ハ
ンドブック.朝倉書店. (2，α)()). 

2) 吉福康郎，格闘技「奥義j の科学ーわ
ぎの真髄(ブルーパックス) .講談社.
(1995). 

Iinkl Iink2 link3 

図 4 2 次元 3 関節モデル 図 5 角運動量の評価
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5. 家庭婦人バレーボール選手の骨密度に関する研究~年代及びポジションに着目して~

1. 緒 盲

高齢化の進む我が固では，いかに自立した生活を長く送

ることができるかが課題となっている。 例えば，中高年者

の加齢に伴う身体的隊害の表れのーっとして什密度と関連

した什粗恕症があげられる。 中高年女性:の IIIJ で， これまで

長い!日j行われてきたバレーポールのような活動は，一般的

にジ・ヤンプ等を伴う什に術懸のある運動であり骨密度の維

持に良い影響を与えると推測される。

そこで本研究は，バレーボール実施者の年代，ポジション

からみた骨禽度の実態を明らかにし，定期的なバレーボー

ル活動が廿驚度に及ぼす影響を把握することを円的とした。

11. 研究方法

1) 対象者

1 回につき 2 時間程度の練習を平均して過に 2 固定期的

に行っている 20代から70代までの Y 県家庭財人バレーボ

ール選手 531 名であった。

2) 調査内容

骨密度を測定するために，超音波が~il!1'I' を透過する時に

要した時間から骨笛・度との相闘が高い竹内伝掃速度

(SOS: Speed of Sound ) を超音波骨菅度測定装置 rCM-

100J (古野屯気) によりjMlJ定した。

川. 結果及び考察

1) 家庭婦人バレーボール選手と一般中日'，~ ~ I~女性における

年代別の比較について

家庭婦人バレーポール選手と一般中高年女性における骨

驚度の基準値を比較したところ (図 1 ) . 全体的に家庭婦

人バレーボール選手の竹花:度の方が有意に13いイ'IÜ (t=2.24. 

p<O.OOJ)を示 した。

また. ~p代別に比較したところ，骨-管度は年齢との相関

が向く. 20代から徐々に竹術度の低下がみられた。 さ ら

に， 一般中高年女性における骨密度の基準他の低下に対

し，家庭婦人バレーポール選手の骨密度の低下は緩やかで

あり ， ff驚度の維持に定期的なバレーボール活動は有効な

スポーツであることが示唆された (図 2 ) 。

2) ポジション別にみた廿?別立について

ポジシヨンによる什宮、度の差を検討したところ，統計的

に有意な差はみられなかっ た。 しかし， fj-術肢の値はセ ッ

タ一昨>アタッカ一株>レシーパ一群の1mに 27i く，アタッ

カ一群の骨常度が高いと予測されたが. 本研究ではセ ッ タ

0赤間 明子 {山梨大学大学院) .述藤 俊郎 (山梨大学) .

山口祐子 (1]1製大学大学院) .柳 宏 ( ll!I{ì'/文科大学)
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図 3 ポジション別の'~';.術 l交

一群の骨密度が最も高い値を示 した (図 3 ) 。 こ の こ とは ，

控旺I (I 982 ) による中高年女性を対象としたポ ジション

別の体力比較の調査で，ジャンプ力 ・ 柔軟性についてはセ

ッター静及びア タッ カ一群はレ シーパ一群と比べて優れて

いるということが明らかにされており ，その上セッタ ーと

い うポジショに|対しては他のポジションと比べ， ジャンプ

の動きの他にパス ・ トス ・ スパイクなどの種々の変化に富

む1めきが多く，他のポジションよりも運動量が多いことを

報告 しており. 本研究においても これらのことが袋悶であ

ると推察される。
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6. バレーボール競技における中学生トップレベ‘ルチームのゲーム様相について
-SETPLAY 局面を中心にして~

0松井泰二(文教大学)，都滞凡夫(筑波大学)，矢島忠明(早稲田大学) , 

亀ヶ谷純一，黒川貞生(明治学院大学)，鈴木陽一(早稲田大学高等学院)

キーワード:中学生.ゲーム様相. Set Play 局面

目的

中学生のトップレベルにおけるゲーム様相を，明らかに

するために以下のことについて分析したo

①第一局面である Set play 構造

②得失セット別に Set Play (First Break) , Rally，および

Total Side Out の得点率

③鏡技レベル聞での Set Play (First Break) , Rally，およ
び Total Side Out の得点率

研究方法

【標本1 2002 年度第34回全日本中学校バレーポール選手権
大会(男子53試合 121 セット)のすべての試合を VTR に

収録し，後日オリジナルのスカウティング用紙に記録し，

以下の項目について分析した。

[分析項目】サープサイドとサープレセプションサイドに
分け，以下の項目にについて分析した。

①スパイク: 1st tempo. 2nd tempo の攻撃， 3rd tempo の
攻撃を「決定J r継続J r被プロックJ rミスJ についての度数

②サープ:サープポイント(被 SP) ，サーブミスについて
の度数

③その他:返球(攻撃未完成)，その他のミスについての
度数

{分析手順】各項目をサープレセプションからの攻撃によ
るサイドアウト率 (First Break Rate) と相手の攻撃から

の切り返しによるラリーサイドアウト率 (Rally Side Out 
Rate) を合わせた全体のサイドアウト率 (Total Side Out 
Rate) を各チーム 1 セットごとに算出したo また，レベ

ル別に 4 つに分け， Final (決勝レベル)， Semi Final (準
決勝レベル)， Over Quarter Final (準々決勝レベル) , 

Under 1/8 Final (ベスト 16以下レベル)とした。ただし，

この群聞には n 数の差が大きくあり， Quarter Final 
(準々決勝レベル)以上と Under 1/8 Final (ベスト 16以
下レベル)の 2 群間での比較も行ったo 有意差の検定には
分散分析と t-test を用い，有意水準を 5% とした。

結果・考察

04 群聞での比較

<First Break Ratel 勝ちセットが負けセットに比べて高
い値を示した。中学生年代では First Break Rate が47%
を越えると勝ちセットとなり， 30% 台では負けセットと

なる。 First Break Rate の向上がセット取得の重要な条件
である。

[Rally Side Out Ratel 勝ちセットが負けセットに比べて

高い値であり， First First Break Rate *p<O.05 

Break Rate に比 τ'OTAL WIN LOSE 

FINAL 47.0 55.3 38.7 
べ低い値(一 50% SEMIF. 45.6 53.2* 38.0* 

程度)を示した。 ν'4FI1河'AL 47.9 56.0* 39.9 合

このことは， First 
U-1I8F. 42.5 47.2 37.9 

Break に比べ技術 Raijy Side Out Rate 

的・戦術的に容易 TOTAL WIN LOSE 

ではないことを示
回NAL 17.7 18.0 17.3 
SEMIF. 15.7 16.4 15.0 

している。 Under 1/4町NAL 14.3 15.9 12.8 

1/8 Final の勝ち U-1/8F. 18.3 21.6 14.9 

セットが全体で最
'lbtal Side Out Rate *p<O.05 

も高い値を示して TOTAL WIN LOSE 

いるのは， First FINAL 64.6 73.3 56.0 

Break での攻撃力
SEMIF. 61.3 69.7 合 53.0* 
出回NAL 62.3 71.8* 52.7* 

に特化していない :u・ν:a.E 盟盛 鎧量 量g...s

ことであり，相手

プロッカー等が不完全な状態での攻撃が成功したものと思
われる。

[Total Side out Ratel 勝ちセットが負けセットに比べて
高い値を示した。勝ちセットはどのレベルにおいても
70% 前後の高い債を示し， 50% 前後では勝ちセットにな
らないことが明らかとなった。したがって，中学生年代に
おいて， Set Play (First Break) において確実にポイン

トすることが勝ちセットになることからも，練習手段とし
て Set Play (First Break) の練習を多く取り入れること
が必要である。

OSet Play (第一局面)の様相について「勝敗別J では，
勝ちセットは負けセットに比べ攻撃決定の割合が高く，被
プロックの割合も低い。また，被サープポイント(被 SP)

でも低い値を示した。勝ちセットの条件として，攻撃力が
高く，被サープポイントを低い値にすることである。
OSet Play (第一局面)の様相について「レベル別」では
攻撃に関して， Final (決勝レベル)と Semi Final (準決
勝レベル)は 1st tempo. 2nd tempo の攻撃が少なく， 3rd 
tempo の攻撃が多いが， Quarter Final (準々決勝レベル)
と Under 1/8 Final (ペスト 16以下レベル)は同じ程度の
割合で攻撃していることがわかった。

結 論

中学生年代のゲーム様相は，①First Break Rate を高い
値で安定させることが勝ちセットにつながる。②First
Break Rate が高い値で安定することを前提に Rally Side 

Out Rate を高い値にし， Total Side Out Rate をより高い

値にすること。③高いレベルでは 1st tempo. 2nd tempo 
の攻撃よりも 3rd tempo の攻撃の割合が高い，ことが明
らかとなった。
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7. 東海学連における WEB による広報支援活動の試み

キーワード:学連運営支援，ネットワーク RDB，

メディア統一，情報インフラ整備

目 的

環

0 渡辺 凡夫(滋賀大学)

後藤 浩史(愛知産業大学)

川岸与志男(岐阜大学)

境

MS 杜ウンドウズ系 OS 上で稼動し，以下の 3 層構造の

ネットワーク RDB である。

(A) WEB サーバー: An HTTPD 
(B) パックボーン・データベース: MySQL 

東海学連では年二季のリーグ戦と東海地域の選手権大会 (C) ロジック層記述言語: PHP5 
の開催，および愛知県地域の選手権大会を共催しており， (D) 整形文書システム: LaTex2ε 

その運営は理事の大学教職員と学生委員の献身的な協力に

支えられている。

しかし，所属の大学数規模と大会数に比較して運営ス

タッフ数は十分とは言えない。特に大会前と開催中にお

ける各大学との連絡は煩雑さを極めている。携帯電話連

絡も普及してきたが，連絡者情報が頻繁に変わってしま

う対象者に対する組織の連絡網としては，十分な対応が

難しい。

一方，文部科学省の指導から情報リテラシ教育がほぼ例

外なく各大学で実施され，コミュニケーション技法は確保

されてきたo そこで大会運営支援の情報通信環境を構築し

たので，その概要と現状を報告するものである。

対策

筆者らは東海学連広報委員として平成15年春季リーグ

戦より，インターネット環境を利用した試作システムを

構築し広報活動を行ってきた。既に大会開催や戦績情報

など広報用 WEB も活用しており，双方向の情報交換の掲

示板も運営している。今回は下記構築システムの報告で

ある。

(1)大会参加有無の確認 WEB ページ

(2) 大会運営上必要なチーム・スタッフ名簿と選手名簿作

成ページ

(3) リアルタイム戦績入力・戦績表示システム

効 果

各システムの効果は以下の通りである。

(1)から，少ない学連学生委員の手を煩わす問合せが減

少した。学連広報ページに参加登録ページを参照してお

り，登録状況を一括把握できる。個別確認連絡は未登録チ

ームのみで十分となる。

(2) から， PC メールと郵送紙面であった情報を WEB

上書式として統一が可能になり，大幅な労力削減となっ

た。また RDB 登録なので，整形システムを経由し，テキ

スト， PDF, CSV 形式と好みの書式にてパンフレットや

試合資料として出力が可能となった。

(3) から，リーグ戦終盤での上下位リーグを含めた星取

状況が瞬時に確認でき，所属大学の積極的な WEB 利用が

促進された。

課 題

以下の項目が今後の課題である。

・登録を必要とする他業務(審判講習会などの申請)への

拡張。

・戦績と選手名簿のアーカイプ化，その折のセキュリテイ

向上と個人情報の扱いの検討。

・ネットワークトラブル時の頑健性の確保。


